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議 会 が グ ッ と 近 く な る ！
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男
女
の
出
会
い
の
場
を

サ
ポ
ー
ト

男
女
の
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業２

２
６
１
万
円

問
世
話
焼
き
活
動
研
修
会
の
効
果

は
。

答
研
修
会
は
３
回
実
施
し
、
参
加

者
か
ら
婚
活
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

登
録
が
あ
っ
た
。
今
後
は
婚
活
事
業
実

行
委
員
会
や
結
婚
相
談
会
の
相
談
員
と

し
て
も
参
画
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

Ｐ
Ｒ
大
使
が

市
の
魅
力
を
発
信

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

９
０
６
万
円 

問
Ｐ
Ｒ
大
使
の
活
動
は
市
の
魅
力

発
信
に
ど
う
貢
献
し
て
い
る
の
か
。

答
各
Ｐ
Ｒ
大
使
は
市
が
依
頼
し
た

事
業
に
参
加
し
、
市
の
魅
力
発

信
を
行
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
や
市
民
意
識
調
査
、
移
住
促
進

に
も
効
果
が
見
ら
れ
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に

貢
献
し
た
と
考
え
る
。

生
活
・
ま
ち
づ
く
り

暮
ら
す創る

家
族
の
大
切
さ
や

子
育
て
の
喜
び
を

こ
ど
も
か
ら
贈
る
「
あ
り
が
と
う
の
プ
レ
ゼ

　
ン
ト
」
事
業�

３
１
８
万
円

問
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
子

供
た
ち
と
家
族
に
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

答
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
う
家
族
か

ら
は
、「
子
供
の
成
長
を
感
じ

る
い
い
機
会
と
な
っ
た
」「
子
育
て
を

し
て
き
て
良
か
っ
た
な
と
改
め
て
実
感

で
き
、
子
供
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
嬉

し
く
て
涙
が
出
た
」と
の
声
も
あ
っ
た
。

（
写
真
B
）子

供
た
ち
の
豊
か
な

感
性
を
育
む
た
め
に

子
育
て
支
援
施
設
魅
力
向
上
事
業

84
万
円 

出
張
児
童
館
事
業（
こ
ど
も
の
森
）分

問
「
こ
ど
も
の
森
」
に
よ
る
出
張

児
童
館
事
業
に
つ
い
て
、
参
加

者
の
反
応
や
事
業
の
目
的
に
照
ら
し
た

成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

子
育
て
・
教
育

学
ぶ育

てる

令
和
６
年
度
の
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
質
疑
を
通
し
て
細
か

く
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
果
た
し
て
、
令
和
６
年
度
予
算

は
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
？

審
査
の
様
子
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
疑
質
疑
でで
深
ま
る

深
ま
る

決
算
審
査

決
算
審
査映像配信は

こちらから

決算については、

広報つばめ11月号

もご覧ください
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各委員による決算審査 議員の注目点Part.1 ▶ 令和６年度 市のお金の使い方

移
住
・
定
住
の
促
進

住
宅
費
を
補
助

つ
ば
め
移
住
・
定
住
促
進
事
業３

６
４
１
万
円

問
市
内
就
職
に
よ
り
住
宅
費
補
助

金
を
受
け
た
方
が
前
年
度
よ
り

も
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
利
用
者
の

特
徴
は
ど
う
か
。

答
新
規
で
22
件
の
利
用
が
あ
り
、

全
て
単
身
世
帯
で
、う
ち
20
代
が

19
名
、外
国
人
が
２
名
で
あ
る
。県
内
10
市

町
村
か
ら
移
住
し
、長
岡
市
７
名
、新
潟
市

５
名
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。（
写
真
A
）

ま
ず
は
木
造
住
宅
耐
震

診
断
を
！

木
造
住
宅
耐
震
化
事
業�

９
９
４
万
円

問
木
造
住
宅
耐
震
化
事
業
の
執
行

率
が
低
い
理
由
を
伺
う
。

答
住
替
除
却
の
事
業
が
、
想
定
し

て
い
た
件
数
よ
り
大
き
く
下

回
っ
た
。
ま
ず
は
木
造
住
宅
耐
震
診
断

を
し
て
も
ら
い
、
そ
の
診
断
結
果
を
受

け
て
の
支
援
が
あ
る
の
で
、
多
く
の
市

民
か
ら
診
断
を
受
け
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

企
業
業
績
の
伸
長
の
詳

細
は

法
人
市
民
税��

８
億
９
６
７
３
万
円

問
ど
の
業
種
が
伸
び
て
い
る
の
か
。

答
製
造
業
・
卸
売
業
・
小
売
業
・

飲
食
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
が
プ
ラ

ス
。建
設
業
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

製
造
業
の
増
減
内
訳
で
は
、
法
人
の
う

ち
４
割
は
増
減
な
し
、
減
少
し
た
法
人

数
が
３
割
、
増
加
し
た
法
人
数
は
３
倍

強
だ
っ
た
。

答
出
張
児
童
館
の
期
間

中
、
70
回
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
延
べ
８
５
１

２
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。「
子

供
が
防
災
に
興
味
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
」「
ま
た
機
会

が
あ
れ
ば
、
こ
ど
も
の
森
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
い
」

な
ど
肯
定
的
な
声
を
多
数
い

た
だ
い
た
。

定
員
超
過
の

児
童
ク
ラ
ブ
が

あ
る
よ
う
だ
が

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業　

３
億
８
４
９
６
万
円

問
児
童
ク
ラ
ブ
は
定
員

と
通
年
利
用
を
比
較

し
て
燕
南
、
吉
田
、
分
水
小

学
校
で
こ
れ
を
上
回
る
。
定

員
は
児
童
福
祉
法
に
よ
り
面

積
か
ら
割
り
出
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
定
員
に
つ
い
て
は
指
摘
の
と
お

り
だ
が
、
通
年
利
用
者
数
を
見

る
と
こ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
。
体
育
館

に
も
エ
ア
コ
ン
が
入
り
、
学
校
併
設
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
体
育
館
や

図
書
館
も
利
用
し
て
い
る
。
活
動
も
休

憩
を
十
分
取
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

家
事
や
育
児
等
の
支
援

子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業�

９
万
円

問
令
和
６
年
度
の
新
規
事
業
だ
が
、

執
行
率
が
低
い
要
因
は
何
か
。

答
本
事
業
は
国
の
補
助
事
業
で
あ

り
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

り
対
象
者
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

要
因
で
あ
る
。

B �こどもから家族へ、花束と一緒に家族に宛てた手紙や似顔絵が手渡されました

A �働きやすい職場づくりへの取り組み、子育ての
環境や移住体験ツアーなどいろいろな情報が満
載です
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各委員による決算審査

約
８
億
円
に
上
る
基
金

を
ど
う
見
て
い
る
か

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

財
政
調
整
基
金
残
高

７
億
９
５
３
７
万
円

問
基
金
が
約
８
億
円
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
残
高
に
つ
い
て
ど

う
見
て
い
る
か
伺
い
た
い
。
国
保
は
構

造
的
に
収
入
が
少
な
い
人
が
多
く
負
担

率
は
高
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
国
に

対
し
要
望
な
ど
は
あ
げ
て
い
る
の
か
伺

う
。答

一
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
は

前
年
度
比
１
０
４
・
５
％
と

な
っ
た
。
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
行
っ

た
令
和
４
年
度
以
降
毎
年
単
年
度
で
赤

字
と
な
っ
て
い
る
。
基
金
を
最
大
限
に

活
用
し
な
が
ら
、
加
入
者
負
担
の
増
加

抑
制
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
国
保
の
持
つ
抜
本
的
な
問
題
は
毎

年
要
望
を
上
げ
て
い
る
。

女
性
限
定
の

セ
ッ
ト
健
診
の
実
施

女
性
の
健
康
づ
く
り
応
援
事
業

１
７
５
万
円

問
受
診
日
に
い
ろ
い
ろ
セ
ッ
ト
で

受
け
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
、
受
診

者
が
少
な
い
の
か
伺
う
。

答
当
初
、
対
象
者
が
節
目
の
年
齢

に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
、
初

め
て
の
事
業
で
ど
の
く
ら
い
応
募
が
来

る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

の
排
出
抑
制

環
境
負
荷
低
減
対
策
支
援
事
業１

２
３
２
万
円

問
申
請
の
大
幅
な
増
加
の
要
因
を

伺
う
。

答
県
等
の
関
係
機
関
や
、
ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
を
販
売
し
て
い

る
事
業
者
と
連
携
し
て
、
排
出
抑
制
や

そ
れ
に
係
る
支
援
制
度
の
周
知
を
行
っ

て
い
る
。
成
果
と
し
て
市
内
事
業
所
の

排
出
抑
制
の
意
識
が
高
ま
り
、
設
備
改

善
補
助
の
申
請
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

香
港
の
旅
行
会
社
へ
の

新
た
な
営
業

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業�

３
０
５
万
円

問
新
た
に
香
港
の
旅
行
会
社
に
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
と

の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
反
応
だ
っ

た
の
か
伺
う
。

答
７
社
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
が
、
燕
市
の
認
知
度
は
ま
だ

ま
だ
低
い
状
況
。香
港
の
旅
行
会
社
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
へ
の
補
助
金
が
あ

る
か
ど
う
か
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。

ま
た
、
交
通
ア
ク
セ
ス
状
況
も
気
に
し

て
い
た
。除

雪
作
業
の
効
率
化
に

向
け
て

Ｇ
Ｐ
Ｓ
除
雪
稼
働
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料

（
除
排
雪
対
策
事
業
費
）�

２
１
０
９
万
円

問
シ
ス
テ
ム
導
入
の
成
果
と
課
題

は
。

答
除
雪
車
の
位
置
を
正
確
に
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
市
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
も
迅
速
な
対
応
が

可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
除
雪
車
の
委

託
料
の
算
定
に
お
い
て
も
自
動
集
計
に

よ
り
、
業
務
量
の
削
減
が
図
れ
た
。 

課
題
と
し
て
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の
操
作
ミ
ス
が
幾
つ
か
あ

り
、
研
修
会
等
に
お
い
て
操
作
の
徹
底

を
し
て
い
く
。（
写
真
C
）

C �どこで除雪作業をしているのか
位置情報が把握できます

健
康
・
福
祉

高
め
る守

る

産
業
・
観
光

働
く魅

せる
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議決結果・議員の賛否

議
案
番
号
等

議

決

結

果

合　計 公明党 市　民
クラブ

日本共産党
議員団 創成 新風みらい

賛 
 

成

反 
 

対

棄
　
権

近
藤 

隆
行

渡
邉 

雄
三

渡
邉 

広
宣

タ
ナ
カ
・
キ
ン

土
田
　
昇

長
井
由
喜
雄

宮
路 

敏
裕

岡
山 

秀
義

小
林
　
由
明

齋
藤 

信
行

大
島 

靖
浩

小
林 

秋
光

高
橋 

妙
子

稲
村 

隆
行

齋
藤 

和
也

田
澤 

信
行

中
山 

眞
二

藤
井 

秀
人

田
中 

淑
子

認定 1 認定 15 3 0 ○ ー ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 2 認定 15 3 0 ○ ー ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 3 認定 15 3 0 ○ ー ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 4 認定 15 3 0 ○ ー ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 59 可決 15 3 0 ○ ー ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 62 可決 15 3 0 ○ ー ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 63 可決 15 3 0 ○ ー ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の賛否 
賛否が分かれた上表の網かけ（　　）の議案等について、議員別に賛否を公表します。
※○は賛成、●は反対、欠は欠席、棄は棄権。なお議長（渡邉雄三）は採決には加わらない。

番　号 件　　　名
審議
結果

掲載
ページ

令
和
６
年
度
決
算

1 一般会計 ○ P2-4
2 国民健康保険特別会計 ○ P4
3 後期高齢者医療特別会計 ○
4 介護保険事業特別会計 ○
5 土地取得特別会計 ◎

6 下水道事業会計剰余金の処分及び決
算の認定

◎

条
例

50
公職選挙法の一部を改正する法律及
び公職選挙法施行令の一部を改正す
る政令の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例の制定

◎

55 施設名称の適正化に伴う関係条例の
整備に関する条例の制定

◎

56 職員の育児休業等に関する条例の一
部改正

◎

57 職員の勤務時間、休暇等に関する条
例の一部改正

◎

58 ガス事業譲渡清算金活用基金条例の
一部改正

◎

番　号 件　　　名
審議
結果

掲載
ページ

条
例

59 乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の制定

○

60 都市計画法に基づく開発許可の基準の緩和
に関する条例の制定

◎

61 下水道条例の一部改正 ◎ P7

令
和
７
年
度

補
正
予
算

53 一般会計補正予算（第３号） ◎
62 一般会計補正予算（第４号） ○ P6-7
63 国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○
64 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ◎
65 介護保険事業特別会計補正予算（第１号） ◎
66 下水道事業会計補正予算（第１号） ◎

その他 51･52 損害賠償の額の決定及び和解 ◎

契約の
締結 54 道の駅国上駐車場整備に係る調整池設置工

事
◎

意
見
書

3 私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進す
るため、私学助成の増額・拡充を求める意見書

◎

9月定例会の議決結果 網かけ（　　）は、賛否が分かれた議案等です。賛成数・反対数、
議員の賛否内訳は下の表をご覧ください。議案等の詳細、過
去の賛否内訳も議会ホームページから見ることができます。

◎は全会一致、○は賛成多数

議会日誌　主な動きをお知らせします

	8月	 7日 埼玉県北本市 つばめ若者会議

	10月	29日 千葉県鎌ケ谷市 つばめ若者会議

視察の受け入れ（右側は視察のテーマです）

 9月	19日 決算審査特別委員会（1日目）

 9月22日 決算審査特別委員会（2日目）

	10月	  1日〜3日 総務文教常任委員会 行政視察

	10月	  6日〜8日 市民厚生常任委員会 行政視察

	10月	  7日〜9日 産業建設常任委員会 行政視察

	10月  9日 中越地区市議会議長会

	10月 	14日 議会広報等特別委員会

	10月	 15日 燕市議会ハラスメント等防止条例検討委員会

	10月 27日〜29日 議会運営委員会 行政視察

	8月	 1日 中越地区市議会合同議員研修会

	8月	 4日 燕市議会ハラスメント等防止条例検討委員会

	8月	20日 新潟県市議会議長会秋季定期総会

	8月	28日 新潟県後期高齢者医療広域連合議会

	8月	29日 議会運営員会

	9月	 2日 全員協議会

	9月	 3日 議会広報等特別委員会

	9月	 9日 本会議（初日）

	9月	10日 本会議（2日目）

	9月	11日 本会議（3日目）

	9月	12日 議会運営委員会

	9月	16日 総務文教常任委員会、総務文教常任委員協議会

	9月	17日 市民厚生常任委員会

	9月	18日 産業建設常任委員会
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議案審査
議員の注目点Part.2 ▶くらしに身近な議案をピックアップ　

「議案のココに ズームイン　」

くらしに身近な 議案に注目！
※ ここに掲載していない議案も含め、各議案等

の議決結果は、 ５ページをご覧ください。

   Pick Up ▶

   Pick Up ▶

3

2

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
整
備

令
和
７
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

老
人
保
護
借
置
費　
介
護
基
盤
整
備
事
業
費
補
助
金

４
１
５
０
万
円

吉
田
地
区
で
の
需
要
見
込
む

問
施
設
を
新
し
く
整
備
す
る
に
当
た
り
、
施
設
の
需

要
予
測
に
つ
い
て
伺
う
。

答
こ
の
施
設
の
整
備
は
、
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
く
も
の
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
待
機

者
は
８
月
１
日
現
在
で
79
名
中
、
吉
田
地
区
が
36
名
で
あ

り
需
要
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
に
伴
う
改
修

令
和
７
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

保
険
年
金
一
般
経
費　
後
期
高
齢
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

６
３
３
万
円

対
応
の
た
め
シ
ス
テ
ム
改
修

問
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
創
設
に
伴
う
、
後

期
高
齢
シ
ス
テ
ム
改
修
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
今
回
の
改
修
は
、
市
が
役
割
を
担
う
保
険
料
徴
収

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
県
広
域
連
合
に

お
い
て
決
め
ら
れ
る
新
た
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
の

料
率
等
の
設
定
に
対
応
し
、
被
保
険
者
へ
送
付
す
る
保
険

料
納
入
通
知
書
等
の
変
更
に
必
要
な
改
修
で
あ
る
。
市

令
和
８
年
５
月
か
ら

　
下
水
道
使
用
料
改
定

燕
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

令
和
10
年
4
月
ま
で
経
過
措
置

問
実
施
に
あ
た
り
住
民
へ
の
周
知
が
予
定
ど
お
り
に

進
ん
で
い
る
の
か
、
住
民
の
反
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
つ
ば
め
へ
の
掲
載
、
自
治

会
へ
の
回
覧
チ
ラ
シ
、
７
月
に
は
９
会
場
で
住
民

説
明
会
を
開
催
し
、
特
に
使
用
料
改
定
に
関
す
る
反
対
意

見
等
は
な
く
、
使
用
料
の
改
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
ご

理
解
い
た
だ
い
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。（
写
真
B
）
産

自
治
会
要
望
に
よ
る　
　

消
雪
井
戸
の
改
修

令
和
７
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

消
雪
施
設
整
備
事
業
（
工
事
請
負
費
分
）

５
０
０
０
万
円

緊
急
を
要
す
る
案
件

問
消
雪
施
設
整
備
事
業
の
消
雪
井
戸
の
改
修
に
つ
い

て
、
２
か
所
の
自
治
会
か
ら
要
望
と
あ
る
が
、
他

に
も
要
望
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
伺
う
。

答
今
、
緊
急
に
直
す
必
要
が
あ
る
の
は
、
こ
の
２
か

所
で
あ
る
。
今
シ
ー
ズ
ン
前
の
点
検
で
確
認
し
増

え
る
場
合
も
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
２
か
所
と
な
っ
て

い
る
。
産

B   下水道使用料を見直します

中
高
生
が
利
用
し
や
す
い

施
設
に

令
和
7
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

燕
庁
舎
学
習
室
整
備
事
業　
２
１
１
０
万
円

理
想
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
創
出
に
向
け
て

問
施
設
空
き
状
況
を
ネ
ッ
ト
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
は
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
管
理
人
に
よ
る
電
話
や
窓
口
で
の
対
応
を
考
え

て
い
る
。
今
後
、
利
用
状
況
も
含
め
て
ネ
ッ
ト
等

で
手
軽
に
空
き
状
況
が
確
認
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
た
い
。
総

下水道使用料
（市HP）
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議案審査 議員の注目点Part.2 ▶くらしに身近な議案をピックアップ　

「議案のココに ズームイン　」

くらしに身近な 議案に注目！
「録画も生中継も！」　「スマホやパソコンで！」
議会の様子が映像で見られます。
 燕市議会　議会中継　で検索してください。

A  �システム導入によ
り、児童の状況が
把握しやすくなる

   Pick Up ▶ 1

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
整
備

令
和
７
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

老
人
保
護
借
置
費　
介
護
基
盤
整
備
事
業
費
補
助
金

４
１
５
０
万
円

吉
田
地
区
で
の
需
要
見
込
む

問
施
設
を
新
し
く
整
備
す
る
に
当
た
り
、
施
設
の
需

要
予
測
に
つ
い
て
伺
う
。

答
こ
の
施
設
の
整
備
は
、
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
く
も
の
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
待
機

者
は
８
月
１
日
現
在
で
79
名
中
、
吉
田
地
区
が
36
名
で
あ

り
需
要
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
に
伴
う
改
修

令
和
７
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

保
険
年
金
一
般
経
費　
後
期
高
齢
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

６
３
３
万
円

対
応
の
た
め
シ
ス
テ
ム
改
修

問
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
創
設
に
伴
う
、
後

期
高
齢
シ
ス
テ
ム
改
修
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
今
回
の
改
修
は
、
市
が
役
割
を
担
う
保
険
料
徴
収

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
県
広
域
連
合
に

お
い
て
決
め
ら
れ
る
新
た
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
の

料
率
等
の
設
定
に
対
応
し
、
被
保
険
者
へ
送
付
す
る
保
険

料
納
入
通
知
書
等
の
変
更
に
必
要
な
改
修
で
あ
る
。
市

令
和
８
年
５
月
か
ら

　
下
水
道
使
用
料
改
定

燕
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

令
和
10
年
4
月
ま
で
経
過
措
置

問
実
施
に
あ
た
り
住
民
へ
の
周
知
が
予
定
ど
お
り
に

進
ん
で
い
る
の
か
、
住
民
の
反
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
つ
ば
め
へ
の
掲
載
、
自
治

会
へ
の
回
覧
チ
ラ
シ
、
７
月
に
は
９
会
場
で
住
民

説
明
会
を
開
催
し
、
特
に
使
用
料
改
定
に
関
す
る
反
対
意

見
等
は
な
く
、
使
用
料
の
改
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
ご

理
解
い
た
だ
い
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。（
写
真
B
）
産

自
治
会
要
望
に
よ
る　
　

消
雪
井
戸
の
改
修

令
和
７
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

消
雪
施
設
整
備
事
業
（
工
事
請
負
費
分
）

５
０
０
０
万
円

緊
急
を
要
す
る
案
件

問
消
雪
施
設
整
備
事
業
の
消
雪
井
戸
の
改
修
に
つ
い

て
、
２
か
所
の
自
治
会
か
ら
要
望
と
あ
る
が
、
他

に
も
要
望
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
伺
う
。

答
今
、
緊
急
に
直
す
必
要
が
あ
る
の
は
、
こ
の
２
か

所
で
あ
る
。
今
シ
ー
ズ
ン
前
の
点
検
で
確
認
し
増

え
る
場
合
も
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
２
か
所
と
な
っ
て

い
る
。
産

県
の
交
付
金
を
活
用
し　

シ
ス
テ
ム
導
入

令
和
７
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

児
童
ク
ラ
ブ
出
欠
確
認
等
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業　
　

１
３
４
万
円

保
護
者
の
利
便
性
を
図
る

問
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
伺
う
。

答
現
在
、
保
護
者
か
ら
紙
で
提
出
さ
れ
て
い
る
月
ご

と
の
出
欠
席
の
予
定
や
急
な
欠
席
の
電
話
連
絡

な
ど
が
、
シ
ス
テ
ム
上
で
児
童
ク
ラ
ブ
へ
連
絡
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ
側
も
シ
ス
テ
ム
を
通
じ

て
保
護
者
へ
連
絡
が
取
り
や
す
く
な
る
利
点
が
あ
る
。
保

護
者
等
の
迎
え
に
よ
り
退
出
し
た
状
況
が
保
護
者
へ
通

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
保
護
者
に
と
っ
て
利
便
性
の
高

い
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。（
写
真
A
）
総

 

総

総
務
文
教
常
任
委
員
会

 

市

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

 

産

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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急
速
に
進
む
高
齢
化

の
中
で
、
医
療
と
介

護
の
連
携
強
化
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
県
央
医

療
圏
の
実
情
に
応
じ
た
医
療

提
供
体
制
を
維
持
す
る
た
め

に
、
医
療
機
関
の
役
割
分
担

を
明
確
化
し
、そ
の
機
能
を
生

か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

問
﹁
転
ば
ぬ
先
の
医
療
﹂

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

現
状
は
。

答
高
齢
者
の
個
別
訪
問
や

地
域
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

医
療
機
関
と
の
取
り
組
み
を
実

施
し
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

構
築
に
努
め
て
い
る
。

問
新
潟
大
学
の
地
域
医
療

Ｄ
Ｘ
共
創
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る

遠
隔
診
療
支
援
と
、
燕
市
で
の

取
り
組
み
及
び
今
後
の
展
開
を

伺
う
。

答
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
導

入
に
つ
い
て
燕
市
医
師

会
の
先
生
を
交
え
て
検
討
を
重

ね
て
お
り
、
拠
点
型
・
在
宅
型

と
と
も
に
今
年
度
中
に
ト
ラ
イ

ア
ル
実
施
に
向
け
た
最
終
段
階

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
新
た
な
地
域
医
療
構
想

で
は
、
今
後
一
層
外
来

や
在
宅
、
介
護
分
野
と
の
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

答
今
年
2
月
に
医
療
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
地
域
医

療
構
想
調
整
会
議
の
構
成
員
と

し
て
市
町
村
が
明
確
化
さ
れ
た
。

今
後
の
県
央
医
療
圏
で
の
議
論

を
踏
ま
え
、
燕
・
弥
彦
地
域
で

の
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提

供
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
よ

り
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

2027年秋開院予定
の新潟県立吉田病院
の完成予想図

（新潟県病院局提供）

気になるキーワード、
どれですか？13 の視点 一般質問

（一般質問全編は各議員のＱＲコードから録画映像でご覧いただけます）

議員が独自の視点で市に考えを聞く一般質問は今回13名が登壇。

13のキーワードから興味あるページへどうぞ。議員の解説　 も必見です！

地
域
医
療
構
想

教
育
に
つ
い
て

再
稼
働
問
題

子
育
て
支
援

定
住
人
口
戦
略

が
ん
検
診

人
口
減
対
策

下
水
道
普
及
率

学
校
施
設
整
備

臨
時
交
付
金

残
土
利
用

国
民
健
康
保
険

熱
中
症
対
策

P.8P.9P.10P.11P.12P.13P.14 P.9P.10P.11P.12P.13P.14

地域を一つの病院に！
 答弁   医療介護が一体となり取り組んでいる録画映像

高
た か は し

橋妙
た え こ

子
（創成）

質問項目▶ 避難行動要支援者名簿　 新たな地域医療構想 



No.83        2025. 11. 1

一般質問

つばめ市議会NOTEBOOK9

マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

7
月
18
日
に
原
発
再

稼
働
に
関
わ
る
知
事

主
催
の
ブ
ロ
ッ
ク
懇
談
会
が

開
か
れ
、
非
公
開
と
さ
れ
た

こ
の
場
で
の
鈴
木
市
長
の
主

張
に
つ
い
て
聞
い
た
。
ま
た
、

市
民
の
意
向
把
握
に
つ
い
て

は
市
長
が
﹁
明
確
に
反
対
し

て
い
る
﹂
と
し
て
﹁
声
を
把

握
す
る
考
え
は
な
い
﹂
と
し

た
。
市
長
が
交
代
す
る
中
で

そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
…
。

問
新
潟
・
三
条
・
佐
渡
ブ

ロ
ッ
ク
の
市
町
村
長
と

花
角
知
事
と
の
意
見
交
換
会
で

は
発
言
内
容
は
公
開
さ
れ
て
い

な
い
が
、
鈴
木
市
長
は
原
発
問

題
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
発

言
を
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

答
先
に
結
論
を
申
し
上
げ

れ
ば
再
稼
働
に
賛
同
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
は

東
電
の
原
発
事
業
者
と
し
て
の

的
確
性
に
県
民
の
不
信
感
は
強

い
。
次
に
除
雪
や
食
料
の
確
保

運
搬
に
関
し
、
本
当
に
民
間
事

業
者
か
ら
納
得
を
得
た
協
力
を

得
ら
れ
る
の
か
。
そ
し
て
国
の

法
整
備
や
医
療
費
の
補
償
制

度
の
必
要
性
。
風
向
き
に
よ
っ

て
は
我
々
は
ど
こ
に
避
難
す
れ

ば
い
い
の
か
、
避
難
計
画
の
実

効
性
が
不
十
分
だ
。
さ
ら
に
国

の
責
任
が
曖
昧
な
点
も
気
に
か

か
る
。﹁
以
上
、
３
点
の
懸
念
・

課
題
が
解
消
さ
れ
な
い
限
り
、

燕
市
長
と
し
て
再
稼
働
に
賛
同

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え

る
﹂
と
、
明
確
に
反
対
す
る
旨

を
発
言
し
た
。

意見交換会の前には花角知事へ
「UPZ自治体要望書」が提出された

問
部
活
動
以
外
で
縦
の
関

係
や
年
齢
差
を
生
か
し

た
学
び
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

答
体
育
祭
や
生
徒
会
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
な

ど
で
各
学
年
が
協
力
し
て
活

動
し
て
い
る
。
地
域
住
民
と

防
災
学
習
に
取
り
組
む
な
ど
、

年
齢
を
超
え
た
交
流
も
実
施

し
て
い
る
。

問
教
員
が
子
供
と
向
き
合

う
時
間
は
十
分
に
確
保

さ
れ
て
い
る
か
。

答
各
校
で
工
夫
し
て
時
間

を
確
保
し
て
い
る
。
働

き
方
改
革
は
子
供
と
向
き
合

う
時
間
を
生
み
出
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
軽
視
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。

問
信
頼
で
き
る
大
人
の
育

成
に
向
け
、
保
護
者
や

地
域
へ
の
啓
発
・
研
修
は
行
っ

て
い
る
か
。

答
教
育
委
員
会
と
し
て
の

実
施
は
な
い
が
、
各
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
講
師
を
招
い

た
親
子
の
関
わ
り
方
に
関
す
る

講
演
会
な
ど
の
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。

問
部
活
動
や
地
域
活
動
の

減
少
に
伴
い
、﹁
礼
儀

礼
節
﹂
を
学
ぶ
新
た
な
取
り
組

み
は
あ
る
か
。

答
部
活
動
は
自
主
的
な
活

動
で
あ
り
、
全
員
参
加

で
は
な
い
。
礼
儀
や
思
い
や
り

は
道
徳
な
ど
教
育
課
程
全
体
で

計
画
的
に
育
成
し
て
お
り
、
今

後
も
学
習
や
活
動
を
通
じ
て
資

質
・
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

信頼できる大人とは

意見交換会での市長の発言は
 答弁   明確に再稼働に「反対」する旨を発言した録画映像

長
な が い

井由
ゆ き お

喜雄
（日本共産党議員団）

質問項目▶  原発再稼働問題 　会計年度任用職員の処遇改善

信頼できる大人とは
 答弁   日々の関わりの中で育む録画映像

齋
さ い と う

藤和
か ず や

也
（創成）

質問項目▶  教育について 　
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燕
市
に
は
１
２
０
以

上
の
子
育
て
支
援
が

あ
る
が
、
市
民
に
伝
わ
っ
て

い
な
い
可
能
性
が
大
き
い
。

ま
た
、
若
い
世
代
に
関
し
て

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
情
報
に

よ
り
、﹁
結
婚
や
子
育
て
に

対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
﹂
と
の
調
査

も
あ
る
。
様
々
な
世
代
に
支

援
を
知
っ
て
も
ら
い
、
自
身

の
人
生
の
選
択
肢
を
増
や
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
。

問
市
は
子
育
て
支
援
の
認

知
度
の
調
査
を
し
た
こ

と
が
あ
る
か
。

答
調
査
を
し
た
こ
と
は
な

い
が
、
今
後
は
や
り
方

等
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問
重
要
な
支
援
な
ど
に

絞
っ
て
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
支
援
の
一
覧
表
が

あ
る
と
分
か
り
や
す
い
と
思
う

が
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
確
か
に
そ
の
よ
う
な
一
覧

表
が
あ
る
と
分
か
り
や

い
と
思
う
の
で
、
今
後
検
討
す
る
。

中
高
生
に
ラ
イ
フ

キ
ャ
リ
ア
教
育
を

問
﹁
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
教

育
﹂
と
は
、結
婚
・
出
産
・

育
児
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
る
あ

ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ジ
を
﹁
キ
ャ
リ

ア
﹂
と
捉
え
、
そ
れ
を
豊
か
に

し
、
自
ら
切
り
拓
く
力
を
身
に

つ
け
る
教
育
で
あ
る
。
ラ
イ
フ

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
こ

と
は
、
将
来
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
を
主
体
的
に
選
択
す
る
た
め

の
基
盤
を
築
く
上
で
大
き
な
意

義
が
あ
る
。
中
高
生
で
ラ
イ
フ

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
大
事
な
こ
と
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
先
行

事
例
な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

子育て支援を分かりやすく！
 答弁   幅広い世代に伝わるよう考えていく録画映像

近
こ ん ど う

藤隆
た か ゆ き

行
（公明党）

質問項目▶  ライフステージに応じた切れ目のない子育て支援 

人
口
減
少
対
策
は
全

国
的
な
問
題
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
は
各
種
施
策

が
奏
功
し
、
令
和
６
年
度
は

転
入
数
が
転
出
数
を
上
回
る
。

ま
た
、
本
年
４
月
１
日
現
在

の
１
年
間
の
人
口
減
少
率
は
、

県
内
20
市
中
で
少
な
い
方
か

ら
２
番
目
だ
っ
た
。

問
移
住
支
援
に
係
る
各
種

施
策
と
実
績
に
つ
い
て

伺
う
。

答
移
住
体
験
ツ
ア
ー
、
オ

ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
及

び
家
賃
補
助
等
各
種
施
策
を

展
開
し
、
移
住
か
ら
５
年
以
上

経
過
し
た
世
帯
の
継
続
率
は

89
％
だ
っ
た
。

問
就
労
支
援
と
人
材
確
保

に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
内
に
所
在
す
る
高
等

学
校
の
生
徒
を
対
象
に

地
域
企
業
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催

し
、
令
和
７
年
度
は
21
社
が
受

け
入
れ
て
１
４
２
人
が
参
加
し

た
。
ま
た
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
整
備
と
し
て
、
工
場
の
遮

熱
断
熱
や
更
衣
室
等
の
改
修
に

係
る
補
助
を
実
施
し
、
人
材
の

定
着
に
つ
な
げ
る
よ
う
進
め
て

い
る
。

問
子
育
て
関
連
施
設
の
整

備
状
況
と
利
用
実
績
に

つ
い
て
伺
う
。

答
屋
内
こ
ど
も
遊
戯
施
設

﹁
う
さ
ぎ
も
ち
ハ
レ
ラ
テ

つ
ば
め
﹂
は
９
月
６
日
に
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く
の
子

ど
も
と
保
護
者
が
利
用
し
て
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。
児
童

研
修
館
﹁
こ
ど
も
の
森
﹂
の
利

用
者
は
昨
年
同
期
と
比
較
し
て
、

８
４
９
８
人
の
増
加
だ
っ
た
。燕市の人口推移

人口減少と定住促進の実行性
 答弁   定住人口戦略において各種施策を展開録画映像

大
お お し ま

島靖
や す ひ ろ

浩
　　　　（創成）

質問項目▶  人口減少と定住促進 　

充実した子育て支援が燕市にはある。
支援の一覧表があると、より伝わりやすくなる

人口データ
（市HP）
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
日
本
人
が
が
ん
と
診
察

さ
れ
る
確
率
は
２
人
に

一
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
女
性
特
有
の
乳
が
ん
は
４

位
に
入
っ
て
い
る
。
早
期
発

見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
若
い
年
代
か
ら
が
ん
検

診
を
定
規
的
に
受
診
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
、

燕
市
と
し
て
は
、
初
め
て
乳
が

ん
検
診
の
対
象
と
な
る
年
度

末
年
齢
40
歳
の
女
性
全
員
に

対
し
、
一
度
に
複
数
の
検
査
が

可
能
な
女
性
セ
ッ
ト
検
診
の

チ
ラ
シ
を
送
付
し
、
受
診
勧
奨

に
努
め
て
い
る
。
が
ん
治
療
に

よ
る
外
見
の
変
化
を
補
完
す

る
た
め
、
補
正
具
を
購
入
す
る

が
ん
患
者
に
助
成
金
を
交
付

し
て
お
り
、
乳
房
切
除
に
伴
う

人
工
乳
房
や
補
正
パ
ッ
ト
も
対

象
に
し
て
い
る
。

海
外
派
遣
に
つ
い
て

問
今
回
残
念
な
が
ら
ア
メ

リ
カ
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
が
急
遽
中
止
に
な
っ
た
が
、

ど
の
様
な
経
緯
で
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

答
昨
年
度
と
同
様
、
シ
ェ

ボ
イ
ガ
ン
市
と
打
合
せ

を
し
て
き
た
が
、
６
月
に
入
り

準
備
が
整
わ
な
い
と
連
絡
が

あ
っ
た
た
め
、
実
現
可
能
案
を

探
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
い

行
程
と
な
っ
た
。
次
年
度
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
含

め
た
日
程
で
、
ジ
ェ
ボ
イ
ガ
ン

市
を
第
１
候
補
に
海
外
派
遣
事

業
を
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。

女性特有のがんに対する対応
 答弁   発症は若年化している傾向と認識録画映像

田
た な か

中淑
よ し こ

子
  （新風みらい）

質問項目▶  女性特有の病気 　 Jack ＆ Betty プロジェクト 

問
人
口
減
対
策
を
実
施
す

る
こ
と
で
人
口
減
の
ス

ピ
ー
ド
を
鈍
化
さ
せ
て
き
た
が
、

今
ま
で
の
施
策
で
何
が
効
果
的

だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
移
住
者

の
増
加
数
は
直
近
で
ど
う
推
移

し
て
い
る
の
か
。

答
燕
市
で
は
総
合
計
画
に

３
つ
の
人
口
増
戦
略
を

掲
げ
、
全
国
に
先
駆
け
て
人
口

減
少
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切

れ
目
の
な
い
様
々
な
子
育
て
支

援
策
や
移
住
支
援
施
策
を
展

開
し
て
き
た
。
住
宅
の
取
得
費

用
や
賃
貸
物
件
の
家
賃
補
助
な

ど
が
功
を
奏
し
、
転
入
者
数
の

増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

今
後
の
風
水
害
の

対
策
は

問
市
内
に
流
れ
る
河
川
は

市
・
県
・
国
別
に
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。
今
後
の
河

川
の
水
害
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

公
共
施
設
の
樹
木
が
台
風

な
ど
で
倒
木
の
恐
れ
も
あ
り
点

検
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

答
市
管
理
は
３
本
、
県
が

８
本
、
国
が
２
本
あ
る
。

市
管
理
の
河
川
の
パ
ト
ロ
ー
ル

は
月
１
回
実
施
し
て
い
る
。

　

公
共
施
設
で
は
造
園
業
者
に

樹
木
の
管
理
を
委
託
し
て
お
り
、

危
険
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

日
頃
か
ら
管
理
点
検
に
努
め
て

い
る
。

樹木におおわれた河川

人口減対策の成果は
 答弁   20市中、人口減少率が２番目に低い録画映像

藤
ふ じ い

井秀
ひ で と

人
（新風みらい）

質問項目▶  人口戦略 　 風水害の対応 

受診者アンケート結果
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市
内
小
中
学
校
に
お

い
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

体
育
の
授
業
や
部
活
動
、
学

校
行
事
に
欠
か
せ
な
い
重
要

な
施
設
で
あ
る
。
現
場
か
ら
は

老
朽
化
に
よ
る
凸
凹
の
発
生
、

雨
天
時
の
水
は
け
の
悪
さ
に
よ

る
長
期
間
の
使
用
不
能
な
ど

多
く
の
課
題
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
授
業
や
練
習
が
制
限

さ
れ
る
学
校
も
あ
り
、
学
習

活
動
に
大
き
な
支
障
を
与
え

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
児

童
生
徒
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
整
備
を
望
む
。

問
計
画
的
な
維
持
管
理
が

求
め
ら
れ
る
中
で
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
は
突
発
的
な
修
繕

に
と
ど
ま
り
改
善
は
さ
れ
て
い
な

い
と
考
え
る
。
中
長
期
整
備
計

画
を
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
計
画
の
策
定
に
は
利
用

頻
度
や
安
全
性
、
地
域

利
用
の
有
無
な
ど
も
含
め
新
市
長

と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

長
善
館
の
心
は
良

寛
さ
ん
の
心

長
善
館
の
志
で
あ
る

﹁
世
の
中
の
役
に
立
つ
、

困
る
人
の
役
に
立
つ
人
材
を

育
て
る
﹂
は
現
在
の
教
育
方

針
の
根
幹
そ
の
も
の
で
あ
る
。

問
い
じ
め
の
問
題
な
ど
も

鑑
み
て
、
燕
の
子
供
た

ち
に
勉
学
だ
け
で
な
く
、
人
を

思
い
や
る
優
し
い
心
を
育
て
る

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
つ
ば
め
長
善
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
長
善
タ
イ
ム
を

利
用
し
、
い
つ
の
時
代
で
も
大

切
な
資
質
を
一
層
伸
ば
し
て
い

け
る
よ
う
子
供
た
ち
に
伝
え
て

い
く
。

問
下
水
道
問
題
に
つ
い
て

は
過
去
に
い
ろ
い
ろ
と

普
及
向
上
に
向
け
て
発
言
を
し

て
き
た
。
今
後
の
普
及
率
向
上

に
向
け
て
の
考
え
を
伺
う
。

答
平
成
30
年
度
に
燕
市
汚

水
処
理
施
設
整
備
構
想

を
策
定
し
た
。
公
共
下
水
道
で

整
備
す
る
集
合
処
理
区
域
と
合

併
処
理
浄
化
槽
で
整
備
す
る
個

別
処
理
区
域
に
分
類
し
て
、
ま

ず
下
水
道
は
未
普
及
地
域
の
早

期
解
決
を
図
っ
て
い
こ
う
と
進

め
て
き
た
。

問
今
後
の
普
及
率
向
上
の

見
通
し
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
今
後
の
下
水
道
整
備
は
、

令
和
10
年
度
の
概が

い
せ
い成

に

向
け
て
整
備
を
推
進
し
、
そ
の

後
、
令
和
11
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
全
体
と
し
て
の
普
及
率
向

上
に
つ
な
げ
る
努
力
を
す
る
。

さ
ら
に
個
別
処
理
区
域
に
お
け

る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
や

入
替
え
な
ど
の
支
援
策
を
強
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問
現
在
の
燕
地
区
・
吉
田

地
区
・
分
水
地
区
に
お

け
る
面
工
事
終
了
後
の
普
及
率

は
い
か
が
か
伺
う
。

答
燕
地
区
で
は
62
・
６
％
、

吉
田
地
区
が
44
・
４
％
、

分
水
地
区
が
45
・
７
％
と
な
っ

て
い
る
。

グラウンド中長期整備計画を
 答弁   新市長と相談し計画策定を検討していく録画映像

岡
お か や ま

山秀
ひ で よ し

義
（創成）

質問項目▶  学校施設整備 　 長善館 

下水道の普及率向上へ努力を
 答弁   28市町中25位で普及向上に努力する録画映像

土
つ ち だ

田　昇
のぼる

（日本共産党議員団）

質問項目▶  下水道普及率 　農業問題

改善の要望がある
学校は６校。児童
生徒が安全に活動
できるよう早急な
対応が必要である

令和10年度に向けて
下水道整備が進んで
いる
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
早
向
線
の
道
路
脇
に
ご

み
の
不
法
投
棄
が
あ
る
。

大
河
津
分
水
路
の
残
土
利
用
で

観
光
道
路
と
し
て
整
備
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
大
雨
な
ど
で
岩

や
土
砂
が
流
れ
る
早
向
川
と
早

向
線
を
一
体
的
な
整
備
が
で
き

な
い
か
伺
う
。

答
現
地
の
状
況
は
、
国
上

地
区
か
ら
長
岡
市
方
面

に
向
か
い
左
側
に
民
地
山
林
、

右
側
道
路
沿
い
に
県
管
理
の
1

級
河
川
早
向
川
が
あ
る
。
長
岡

市
管
理
道
路
は
狭
い
曲
線
区
間

が
連
続
し
、
終
点
部
に
は
民
家

が
あ
る
こ
と
か
ら
道
路
拡
幅
整

備
は
困
難
で
あ
る
。
観
光
道
路

に
つ
い
て
は
、
関
係
部
局
と
連

携
し
研
究
し
た
い
と
考
え
る
。

残
土
利
用
に
つ
い
て
は
、
信
濃

川
河
川
事
務
所
に
情
報
提
供

し
た
い
。
早
向
川
の
整
備
に
関

し
て
は
、
早
向
川
は
国
上
地
区

の
山
間
部
か
ら
大
河
津
分
水
路

に
流
れ
る
1
級
河
川
で
あ
り
、

新
潟
県
が
管
理
し
て
い
る
。
総

延
長
２･

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

う
ち
、
中
流
部
の
区
間
で
護
岸

が
未
整
備
状
態
に
あ
り
、
雑
木

が
繁
茂
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

県
へ
早
向
川
の
護
岸
整
備
や
雑

木
伐
採
に
つ
い
て
要
望
し
て
い

る
が
、
実
施
に
は
至
っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続

き
河
川
の
堆
積
物
除
去
等
を
含

め
た
河
川
整
備
の
要
望
を
続
け

て
い
く
。

大河津分水路工事の残土の
利用で環境整備を

早向線、早向川整備について
 答弁   大河津分水路の残土利用で観光道路整備録画映像

齋
さ い と う の ぶ ゆ き

藤信行
（創成）

質問項目▶  大河津分水路工事の残土利用 　国上地区の林道　旧可動堰　子育て支援

物
価
高
騰
が
市
民
生

活
や
地
域
経
済
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
中
、
迅

速
な
判
断
に
よ
り
、
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
た
﹁
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
ク
ー
ポ
ン
﹂
第
7

弾
が
発
行
さ
れ
た
。

問
ク
ー
ポ
ン
発
行
に
至
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答
さ
き
の
６
月
定
例
会
で

説
明
し
た
と
お
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
品
価
格
等
の

物
価
高
騰
に
よ
る
市
民
や
市
内

店
舗
へ
の
影
響
が
長
期
化
す
る

中
、
市
民
生
活
や
経
済
活
動
を

下
支
え
す
る
こ
と
を
目
的
に
発

行
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

予
算
額
は
事
業
費
１
億
２
６
０

７
万
２
０
０
０
円
の
財
源
と
し

て
、
国
か
ら
の
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
９
８
８
１
万
９
０
０
０
円

を
充
て
て
お
り
、
こ
れ
に
加
え
て

一
般
財
源
２
７
２
５
万
３
０
０
０

円
を
投
じ
て
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
。

問
利
用
期
限
の
周
知
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

答
﹁
広
報
つ
ば
め
﹂
８
月

号
及
び
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
そ

の
上
で
使
用
期
間
が
終
了
す
る

１
か
月
前
の
12
月
に
再
度
ク
ー

ポ
ン
の
使
い
忘
れ
等
が
な
い
よ

う
に
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
を

し
て
い
く
。

クーポン発行の経緯を伺う
 答弁   市民生活や地域経済を守るために録画映像

小
こ ば や し

林秋
あ き み つ

光
（創成）

質問項目▶  フェニックスクーポン 　 道の駅国上 　

12月31日までの有効期限内に
しっかり活用しましょう

フェニックス
クーポン券
取扱店舗一覧
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問
政
府
は
国
保
税
滞
納
世

帯
が
受
診
時
の
会
計
で
、

10
割
支
払
い
が
困
難
だ
と
申
し

出
れ
ば
、
市
の
判
断
で
３
割
支

払
い
と
す
る
措
置
を
閣
議
決
定

し
て
い
る
が
、
周
知
は
ど
う
図

る
の
か
。

答
滞
納
世
帯
が
医
療
費
の

一
時
払
い
が
困
難
な
場

合
の
措
置
に
つ
い
て
承
知
し
て

い
る
。
国
、
県
か
ら
通
知
が
届

い
た
ら
、
滞
納
者
に
催
告
書
を

送
付
す
る
際
に
お
知
ら
せ
を
同

封
し
、
来
庁
さ
れ
た
方
に
は
説

明
し
て
周
知
を
図
る
。

問
国
保
加
入
世
帯
は
高
齢

者
、
低
所
得
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
、
協
会
け
ん
ぽ
な
ど

と
比
較
し
て
２
倍
近
い
保
険
税

の
負
担
を
強
い
ら
れ
る
。
全
国

知
事
会
や
市
長
会
は
国
に
対
し

﹁
１
兆
円
の
公
費
投
入
で
負
担

軽
減
を
﹂
と
繰
り
返
し
提
言
し

て
い
る
。
物
価
高
、
自
営
業
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど
国
保
加

入
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
折
、
燕
市
の
国
保
税
負
担
軽

減
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
認
識
を
伺
う
。

答
﹁
国
保
税
の
負
担
を
協

会
け
ん
ぽ
並
み
に
﹂
と

求
め
る
請
願
が
全
国
の
県
や
市

町
村
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長

会
で
は
国
保
の
負
担
軽
減
の
提

言
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で

当
市
は
令
和
４
年
度
に
税
率

引
下
げ
を
実
施
。
ま
た
、
未
就

学
児
の
均
等
割
５
割
軽
減
を

行
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
負

担
軽
減
措
置
と
減
収
分
の
財
政

支
援
が
合
わ
せ
て
必
要
で
あ
り
、

市
長
会
を
通
じ
国
に
要
望
し
て

い
く
。

全国市長会の「国民健康
保険提言」文一部抜粋

国保税の負担軽減を
 答弁   全国市長会を通じ国へ要望していく録画映像

宮
み や じ と し ひ ろ

路敏裕
（日本共産党議員団）

質問項目▶  定額減税補足給付金制度 　 国民健康保険制度 

今
年
は
本
当
に
暑

か
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
暑
さ
が
こ
れ
か
ら
も
続
く

と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

今
の
子
供
は
昔
よ
り
も
熱
中

症
に
罹
り
や
す
く
、
理
由
と

し
て
汗
を
か
け
な
い
児
童
が

増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
汗
腺
が
未
熟
で

体
温
調
節
の
機
能
が
十
分
に

発
達
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

背
が
低
い
た
め
地
面
か
ら
の

輻
射
熱
の
影
響
を
強
く
受
け

る
か
ら
で
あ
る
。
登
下
校
時

の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
は

前
向
き
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

問
学
校
が
指
導
す
る
登
下

校
時
に
お
け
る
熱
中
症

対
策
に
つ
い
て
。

答
で
き
る
限
り
複
数
で
登

下
校
し
、
①
必
要
に
応

じ
て
日
陰
な
ど
で
休
む
、
②
水

分
を
補
給
す
る
、
③
異
変
が
生

じ
た
際
は
近
隣
住
民
に
助
け
を

求
め
る
。
な
ど
の
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

問
最
近
は
冷
却
グ
ッ
ズ
を

使
用
す
る
児
童
も
い
る

ら
し
い
が
。

答
各
学
校
で
は
日
傘
等
も

含
め
、
登
下
校
時
に
お

け
る
冷
却
グ
ッ
ズ
等
の
使
用
を

認
め
て
い
る
。

問
小
学
校
に
冷
凍
庫
を
設

置
し
て
、
冷
却
グ
ッ
ズ

を
冷
や
し
た
ら
い
い
と
思
う
が
。

答
冷
凍
庫
の
導
入
は
既
に

取
り
組
ん
で
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
市
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
ま
ず
試
験
的
・
モ
デ

ル
的
に
導
入
し
て
い
く
方
向
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

30分以上歩く児童もいる
 答弁   冷凍庫を導入する方向で検討していく録画映像

タナカ・キン
 （市民クラブ）

質問項目▶  児童の熱中症対策 　信号機設置　公共下水道汚水管工事入札

燕市の市議会議員補欠選挙（市議補選）が１２日告示され、欠員１に対し２人が立候補しま
した。投開票日は１９日です。

燕市にも登校時に「ネッククーラー」
を使用している児童もいる
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新人議員紹介 ･議場見学

新しい市議会議員新しい市議会議員をを
紹介します紹介します

普段はなかなか入ることができない議場ですが、市議会を身近に感じることができたでしょうか？
貴重な体験になったことと思います。議場の見学は議会事務局（0256-77-8341）までお問い合わせください。

①�議会広報等特別委員会の
委員から、議会について説
明。生徒の皆さんは耳を
傾けて聴いていました。

③�模擬議会では、「選挙権を
18歳から16歳とする条
例案」について考えても
らい、電子採決も体験。
議会の仕組みや議員の役
割を学んでもらいました。

②�実際に議場へ移動し、  「模擬議会」を
体験です。

傍聴の
ご案内は
こちら

燕市の市議会議員補欠選挙（市議補選）が１２日告示され、欠員１に対し２人が立候補しま
した。投開票日は１９日です。

10 月19 日に投開票された市議
会議員補欠選挙で、山﨑光男氏
が当選されました。

燕市民一人ひとりの
声にしっかりと耳を傾
け、市・行政に届け
てまいります。
これからの議員活動
に精いっぱい邁進い
たします。

山﨑光男議員（燕市米納津）

　分水高校の１年生が、行政の取り組みや地方創生への理解を深
めるとともに、課題発見能力や問題解決力の向上のため市役所を
訪問し、その一環として議場を見学しました。
　議場では、議員席や当局席に座り模擬議会を体験してもらいま
した。

ようこそ燕市議会へ！ようこそ燕市議会へ！
分水高校生が議場を見学分水高校生が議場を見学

あなたも議場を見学してみませんか？あなたも議場を見学してみませんか？



議会にみんなの声を！   １分アンケート実施中。
たくさんの声、お待ちしています！

今回の表紙は「ふれあいス
テーション白山町」を利用
されている方の貼り絵の作
品です。職員が下絵を担当
して、70代の男性が中心と
なり他に３人（70～80代）
が協力して製作したとのこ
とです。皆さんのチームワー
クがいいですね。

今 ・ 号 ・ の ・ 表 ・ 紙
C o v e r  s t o r yC o v e r  s t o r y

今号は「新燕市長」が誕生しての第一号である。鈴木市長には
15 年半、本当にお疲れさまでした。私たち議員は、新市長とと
もに燕市のさらなる発展を目指して頑張ります。そして、議会報
が市民の皆さんから「待っていたよ」と声をかけてもらえるよう
編集委員としても向上していけたらと…頑張ります。（タナカ・キン）

編 ・ 集 ・ を ・ 終 ・ え ・ て
F r o m  e d i t o rF r o m  e d i t o r

　子育てサロンの仲間たち
と子ども食堂を始めたいと思

い、平成31年１月５日にオー
プンしました。食器類は市内の

企業から100人分を寄附していた
だき、現在でも使っています。

　令和３年、コロナ禍で自分たちは何ができるかを考え、対象を「生
活に困窮する方」や「ひとり親家庭の親子」にし、お弁当を80個
手作りし、生活保護世帯には民生委員さんが配食を担っています。
　今も毎月1回土曜日に実施し、部活や家から出られない中高生
にも配ることができています。約15人のボランティ
アさんが大きな存在で、高齢の方はこの活動を
楽しみに頑張っていらっしゃいます。
　これまで市民の方々や行政からも大きな応援
をいただきました。心から感謝しています。 

代表者 関
せ き さ き

﨑 智
さ と み

弥さん 

分水高校ボランティア部の皆さん

楽しく活動しています！

　様々な世代の方々が集まる交流の場として、令和6年に地域食堂を立
ち上げました。地域の皆さんや分水高校ボランティア部の協力で支援が
広がっています。お弁当を喜んでもらえることはもちろんですが、ボランティ
アの皆さんが生き生きと活動している姿を見ると、本当にうれしくなります。
　今後は、地域の皆さんが一緒にお弁当を食べながらおしゃべりをする
機会を増やして、さらに地域のつながりを深め、皆さんときずなを結ん
でいけたらいいと思っています。　代表者 鈴

す ず き

木 智
と も た か

隆さん 

　今年の７月から吉田ふれあいセンターをお借り
し「吉田えん食堂」がスタートしました。
　親子だけでなく、子どもたちだけでも来てくれ
て、みんなで楽しくおしゃべりして、お弁当やお
菓子を食べている様子を見るのはうれしいです。
　市の支援には感謝しています。今後はもっと多
くの人に知ってもらい、子どもたちが安心して楽

しめる居場所にしていきたいで
す。「議会だより」は読んで
いなかったので、この取材を
きっかけに読んでみたいと思

います。
学生ボランティア 矢

や ざ わ

澤 聖
せ い や

也さん 

詳しくは

コチラから

「マチイロ」のダウン
ロードはこちらから

議会だよりは年４回（２月１日・５月１日・
８月１日・11 月１日）発行。各戸配布のほか、
議会ホームページやスマートフォンアプリ

「マチイロ」からもご覧いただけます。

高齢者や視覚の弱い方にも配
慮したユニバーサルデザイン

フォントを
使用してい
ます。
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分水きずな食堂
（浄土真宗本願寺派

勝敬寺）

分水地区

吉田えん食堂
（吉田ふれあいセンター）

吉田地区

おたがいさま食堂
（真宗大谷派重蓮寺）

燕地区真心をこめて
つくっています

みんなで食べると
おいしいです♫
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燕市の「こども食堂」を紹介します！

こども食堂
第２弾




